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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　１０月　２７日　（土）

司会　藤原　英佳　　　記録　三和　朋代
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・ワックス掛け前の床磨き清掃器具の所在について現在確認中です。使用した備品・道具は所定の場所に戻していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　のり子様～本日10：00～15：00まで、家族交流目的にて外出しています。帰院後は外出中の様子と食事・間食状況について確認していきましょう。

・板橋　雅勝　様～本日お母様より電話あり、「明日の外出時、（お母様が）少しだけ家を空ける。鍵について話をしたいから本人に電話させてほしい」との連絡がありました。本人へ説明し、電話した所「本人の家に行く前に、お母様の家に立ち寄って欲しい」と明日の昼食について確認したとの事でした。外出に付き添うスタッフは、本人と再度確認をとってください。

・10/26（金）、猪股Ｄｒより受持ち患者様へインフルエンザ予防接種について確認して頂いています。

　島浦　美千男様～強い拒否見られている。

　五日市　規　様～「必要であれば」と渋々了承している。

　日向端　庸男様～「先生が言うなら打ってもいい」と話すも、本日再度確認すると忘れている事あり、「いい」と拒んでいます。

※猪股Ｄｒよりインフルエンザ予防接種について、「任意ではあるが、接種を勧める為にどのように説明すれば良いのか検討するべきでは？」とコメントがありました。

　接種の説明方法について次年度への検討課題として挙げて下さい。

＜食事状況評価検討＞

・栄養士チームより、「副食が人数分足りていないとの情報あり、数回に分けて北病棟の配膳状況について確認をとりましたが、配膳の際見本以上に盛っている患者様がいる。見本の量で、人数分が準備されている為、配膳量についてスタッフからも声を掛けて欲しい」との事でした。

（病棟側からの意見）

・付き添いスタッフは適時声を掛けてはいるが、患者様にとってはその時の空腹感や好みによって調整していると考えられる。（本来のセルフサービスからいえば

　患者様の行動は妥当とはいえないか？）

・見本の副食の盛り付け量は計測してあるのか確認する必要があるのではないか？

（計測しているのであれば、見本に明示すべきではないか？）

・今後、食事サービス提供委員会にて議題として挙げるべき案件ではないか？

※栄養士チームと協力して対策する必要があると考えられます。引き続き、レストランに付き添うスタッフは患者様の配膳量について観察と声掛けを行っていきましょう。

＜リスク評価検討＞

（転倒・転落）

・木村　梅子様～買い物時、レストラン移動時に走って移動する姿確認されています。よこまちへの買い物時、周囲（信号）を確認する事無く走っている様子あり声掛け要しています。リスク評価（転落）のリストアップをする必要があると思われます。

※その他、前回の検討からの変更はありません。










